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一
、
総
会
・
懇
親
会

平
成
二
六
年
六
月
二
八
日
（
土
）

大
手
町
「
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
」

担
当
年
次：
三
九
・
四
九
・
五
九
回
卒
業

二
、
母
校
支
援
委
員
会

○
ぜ
ん
ご
塾：

総
会
で
新
卒
生
に
活
動
内
容

の
説
明

○
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
に
講
師
派
遣

平
成
二
六
年
一
一
月
一
四
日
（
金
）

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー

三
、
母
校
一
〇
〇
周
年
基
金
募
金

四
、
東
京
亀
城
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

五
、
亀
城
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
出
席

平
成
二
六
年
一
一
月
二
二
日
（
土
）

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

六
、
他
校
同
窓
会
等
出
席

如
松
同
窓
会
、
有
　
会
、
鶴
翔
同
窓
会
、

酒
田
中
央
高
校
東
京
支
部
同
窓
会
、
黎
明

同
窓
会
東
京
支
部
、
み
や
ま
ち
ど
り
会
、

紫
紺
会
、
ふ
れ
あ
い
酒
田

七
、
理
事
会
、
会
務
執
行
理
事
会
等

○
理
事
会：

四
月
一
九
日
、
一
一
月
二
九
日
、

二
月
一
四
日

○
執
行
理
事
会：

六
月
七
日
、
七
月
一
二
日
、

八
月
三
〇
日
、
一
〇
月
一
八
日
、
二
月
一

四
日
、
三
月
二
八
日

事業報告・26年度決算・27年度予算案

平
成
二
六
年
度
事
業

平
成
二
六
年
四
月
一
一
日
の
理

事
会
で
、
仕
事
の
都
合
に
よ
る
澁

谷
英
夫
副
会
長
の
辞
任
に
伴
う
役

員
案
が
審
議
さ
れ
、
後
任
に
金
井

敏
明
氏
（
41
回
）
の
推
薦
が
決
議

さ
れ，

今
年
の
六
月
の
総
会
に
諮

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
顧
　
問
　

上
林
　
茂
、
相
川
俊
明

○
相
談
役

藤
井
重
信
、
越
後
谷
悦
郎
、

阿
部
　
一
、
五
十
嵐
昌
士
、

鳥
海
俊
材
、
阿
部
尚
記
、

野
口
和
雄

○
会
　
長

元
木
　
徹
（
42
回
）

○
副
会
長

伊
藤
正
治
郎
（
35
回
）

本
宮
正
幸
（
36
回
）

金
井
敏
明
（
41
回
新
任
）

橋
常
昭
（
46
回
）

阿
部
浩
美
（
54
回
）

○
監
　
事

広
瀬
　
武
（
31
回
）

池
田
明
幸
（
52
回
）

○
事
務
局
長

石
山
尚
徳
（
49
回
）

新
役
員
候
補

平
成
二
六
年
度
決
算
、

平
成
二
七
年
度
予
算
案

１ 前　年　度　繰　越　金
２ 年　　　　　会　　　　　費
３ 総　　　会　　　会　　　費
４ 各　種　会　合　会　費
５ 寄　　　　　　　　　　　付
６ 雑　　　　　収　　　　　入
７ 会　報　広　告　掲　載　料
収　　　入　　　小　　　計
合　　　　　　　　　　　計

１ 会　　　　　議　　　　　費
２ 総　　　　　会　　　　　費
３ 各　　種　　会　　合　　費
４ 母 校 支 援 委 員 会 活 動 費
５ 通　　　　　信　　　　　費
６ 印　　　　　刷　　　　　費
７ 事　　　　　務　　　　　費
８ 旅　　費　　交　　通　　費
９ 振　　　　　込　　　　　料
10 渉　　　　　外　　　　　費
11 予　　　　　備　　　　　費
支　　　出　　　小　　　計
次　年　度　繰　越　金
合　　　　　　　　　　　計

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

平成27年度予算
金　額

平成26年度決算
金　額

平成26年度予算
金　額
1,310,554 1,310,554 944,860
900,000 796,000 900,000

1,000,000 824,000 1,660,000
105,000 156,000 105,000
240,000 281,664 330,000
31,300 30,243 31,300
285,000 245,000 285,000

2,561,300 2,332,907 3,311,300
3,871,854 3,643,461 4,256,160

16,000 15,750 16,000
1,257,920 1,138,604 2,064,800
90,000 120,546 90,000
100,000 6,000 100,000
419,710 439,284 411,000
505,500 534,755 505,500
225,000 215,832 225,000
5,000 0 5,000
42,280 54,030 42,280
183,900 173,800 183,900
50,000 0 50,000

2,895,310 2,698,601 3,693,480
976,544 944,860 562,680

3,871,854 3,643,461 4,256,160
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会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

酒
東
ル
ネ
サ
ン
ス

東京亀城会会長

元木　徹
（42回）

酒田東高校長

梨　博実

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
て

母
校
へ
の「
思
い
」を

亀城同窓会会長

山岸　文章
（41回）

東
京
亀
城
会
創
立
五
〇
周
年
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
下
さ

い
ま
し
た
、
歴
代
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
深
め

ら
れ
、
母
校
支
援
事
業
の
充
実
と
亀
城
同
窓

会
へ
の
更
な
る
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸
い
と

存
じ
ま
す
。

先
日
、
母
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
校
長
は
じ
め
先
生
方
か
ら
教
え
育

ま
れ
、
心
身
共
に
逞
し
く
成
長
し
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
凛
と
し
た
雰
囲
気

の
式
場
で
、
金
色
で
「
東
京
亀
城
会
」
と
刺

繍
さ
れ
た
緞
帳
も
、
卒
業
生
の
門
出
を
祝
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
夢
と
希
望
を
抱
き
多
く

の
後
輩
が
上
京
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
の
後
輩
達
は
「
文
武
両
道
」「
質
実

剛
健
」
を
ほ
し
い
ま
ま
に
、
全
力
投
球
し
て

い
ま
す
。
亀
城
同
窓
会
は
頑
張
る
母
校
・
後

輩
達
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
毎
年
後
援
会
に
協

力
金
を
お
上
げ
し
て
激
励
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
各
位
か
ら
今
ま
で
以
上
に
、
母
校
へ
の

「
思
い
」
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、

本
校
の
教
育
活
動
並
び
に
東
京
在
住
の
本
校

卒
業
生
に
対
し
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
す
。
東
京
亀
城
会
は
、

今
年
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
の
歴
史
に
は

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
節
目
を
期

に
、
同
窓
生
同
士
の
「
絆
」
を
、
更
に
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

酒
田
東
高
校
に
赴
任
し
て
一
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
こ
こ
酒
田
の
街
と
酒
田
東
高
校
が
、

益
々
好
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
好
き

な
酒
田
東
高
校
と
酒
田
を
更
に
元
気
に
す
る

た
め
、
残
り
一
年
と
な
り
ま
し
た
任
期
を
全

力
で
務
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

酒
田
東
高
校
の
建
学
精
神
で
あ
る
「
ボ
ー
イ

ズ
・
ビ
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
を
受
け
、
昨
年

度
か
ら
教
職
員
と
生
徒
た
ち
に
示
し
て
い
る

キ
ー
ワ
ー
ド
「
メ
イ
ク
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
新

た
な
る
酒
東
伝
説
を
作
れ
！
）」
と
「
オ
ー

バ
ー
・
ユ
ア
セ
ル
フ
（
昨
日
ま
で
の
自
分
を

超
え
ろ
！
）」
を
更
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
、
早
い

も
の
で
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

御
指
導
御
鞭
撻
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
東
京
亀
城
会
創
立
五
〇
周

年
の
記
念
す
べ
き
総
会
を
迎
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
六
〇
、
七
〇
…
周

年
ひ
い
て
は
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
の
第
一

歩
と
な
る
総
会
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
創
立
者
を
初
め
と
す
る

諸
先
輩
の
熱
意
と
そ
れ
を
連
綿
と
受
け
継
い

で
き
た
方
々
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
と
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

一
昨
年
、
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
記
念
事
業
の
い
ろ
い

ろ
な
企
画
を
検
討
し
準
備
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
そ
の
記
念
事
業
遂
行
の
た
め
に
、
会
員

や
、
企
業
・
団
体
等
の
皆
様
に
協
賛
金
や
御

協
力
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

方
々
よ
り
協
賛
金
や
御
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
た
る
六
月
二
八
日
の
記
念
総
会
を
盛
会

で
思
い
出
深
い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
方
が
多
数
御
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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創立50周年記念特集・酒東一年生キャリア研修

平
成
二
六
年
度
の
酒
東
一
年
生
は
七
月
か

ら
、
東
京
亀
城
会
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
与
え
た
五

つ
の
「
課
題
研
究
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
、
取
り

組
ん
だ
。

①
超
高
齢
化
社
会
に
立
ち
向
か
え
！

②
若
者
の
意
識
を
変
え
ろ
！

③
農
業
の
競
争
力
を
強
化
せ
よ
！

④
地
方
を
過
疎
化
か
ら
救
え
！

⑤
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
せ
よ
！

ね
ら
い
は
、
生
徒
が
社
会
貢
献
の
在
り
方

を
具
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
社
会
の
現
状
を
知
り
、
多
角
的
な

視
野
を
身
に
つ
け
、
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

を
学
ぶ
こ
と
。

生
徒
は
四
人
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
、
一
つ

の
課
題
に
取
り
組
む
。
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

解
決
策
を
考
え
、
一
一
月
一
四
日
（
金
）、
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
の
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
発
表
と
討
論
を
行
っ

た
。今

年
二
月
に
は
全
チ
ー
ム
が
英
語
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
、
そ
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
六
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
イ
ベ
ン
ト
「S

akata
H
igashi

P
resentation

」
が
三
月
一
四
（
土
）、
母
校

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
東
京
亀
城
会
か
ら
は
、

代
表
で
六
二
回
の
宮
本
健
一
さ
ん
と
池
田
大

介
さ
ん
が
審
査
員
と
し
て
参
加
。
さ
ら
な
る

生
徒
の
成
長
ぶ
り
を
報
告
し
て
く
れ
た
。

三
月
一
四
の
審
査
員
は
、
私
達
二
人
の
他

に
、
東
北
公
益
文
化
大
学
の
先
生
、
山
形
大

学
の
留
学
生
三
人
、
酒
東
の
後
援
会
長
で
、

合
計
七
名
で
し
た
。

当
日
は
「
高
校
一
年
生
の
英
語
だ
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
レ
ベ
ル
は
高
く
な
い
だ
ろ
う
」
と

思
い
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
が
、
良
い
意
味

で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
六
チ
ー
ム
全
て
が
、

原
稿
を
全
く
見
ず
、
ほ
と
ん
ど
つ
か
え
る
こ

と
な
く
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
も
使
い
な
が

ら
、
四
人
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
堂
々
と
プ

レ
ゼ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
繰
り
返
し
相
当
ハ

ー
ド
な
練
習
を
積
ん
で
き
た
こ
と
が
明
確
に

分
か
り
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
、
放
課
後
も

練
習
を
し
た
そ
う
で
す
。

最
優
秀
賞
は
、
大
多
数
の
審
査
員
の
意
見

が
一
致
し
て
、「
農
業
の
競
争
力
を
強
化
せ
よ
」

に
取
り
組
ん
だ
一
年
五
組
の
チ
ー
ム
が
受
賞

し
ま
し
た
。
政
府
が
小
学
一
年
生
の
入
学
祝

い
に
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
六
つ
の
対

策
案
を
提
案
し
た
チ
ー
ム
で
す
。
優
秀
賞
は
、

「
若
者
の
意
識
を

変
え
よ
」
に
取
り

組
ん
だ
一
年
四
組

の
チ
ー
ム
。
若
者

の
意
識
に
影
を
落

と
し
て
い
る
要
因

の
一
つ
は
領
土
問

題
で
あ
る
、
と
い

う
仮
説
の
も
と
、

そ
の
解
決
策
を
提

案
し
ま
し
た
。

一
一
月
の
東
京

研
修
の
際
に
は
、

「S
akata

H
igashi

P
resentation

」
ご
報
告

宮
本
健
一
（
62
回
）
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創立50周年記念特集・酒東一年生キャリア研修

先
生
方
が
驚
く
ほ
ど
、
そ
れ
ま
で
に
見
せ
た

こ
と
の
な
い
集
中
力
を
生
徒
が
発
揮
し
、
そ

の
後
も
、「
考
え
る
力
」「
表
現
す
る
力
」
な

ど
将
来
必
要
と
さ
れ
る
力
を
伸
ば
し
て
き
た

そ
う
で
す
。
中
に
は
、
こ
の
取
組
が
進
路
を

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
志
望
を

変
え
た
生
徒
も
い
る
と
か
。
私
の
正
直
な
感

想
は
、「
過
去
、
受
験
に
必
要
な
勉
強
以
外
に

〝
人
間
力
〞
を
こ
れ
ほ
ど
鍛
え
ら
れ
た
一
年

生
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
も
の

で
す
。
将
来
、
彼
ら
が
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
仲
間
に

入
っ
て
く
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
そ

れ
ま
で
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長
を
続
け
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
東
京
亀
城

会
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

現
代
社
会
の
答
え
の
な
い
問
題
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
解
決
策
を
英
語
で
提
案

す
る
と
い
う
課
題
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
亀
城
会
の
方
々
の
後
輩
へ
の
熱
い
思
い

と
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
生
徒
た
ち
自
身

が
「
考
え
る
」
こ
と
や
チ
ー
ム
で
物
事
を
や

り
遂
げ
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
契
機
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
教
職
員
も
、
酒
東
生

の
持
つ
大
き
な
大
き
な
可
能
性
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
今
後
も
課
題
研
究
の
取
り
組
み

は
継
続
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
若
者
の
意
識
を
変
え
ろ
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
。
日
本
の
若
者

は
自
己
満
足
感
や
将
来
へ
の
希
望
を
持
っ
て

い
る
と
答
え
る
割
合
が
他
国
に
比
べ
て
少
な

い
と
い
う
。
し
か
し
、
当
日
の
酒
東
生
は
課

題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

良
く
、
堂
々
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
を
披

露
し
て
く
れ
た
。「
世
界
と
結
び
て
平
和
の
日

に
た
つ
人
と
な
ら
ん
」。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
希
望

に
満
ち
た
発
表
で
あ
っ
た
。岡

崎
理
香
（
54
回
）

今
回
の
課
題
に
取
り
組
む
前
と
後
で
「
農

業
」
の
印
象
が
変
わ
り
、
興
味
が
わ
い
た
と

皆
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験

を
通
し
て
視
野
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。
生
徒
全
員
そ
れ
ぞ
れ
に
可
愛
く
、
日
本

の
未
来
は
明
る
い
！
と
感
じ
ま
し
た
。

森
田
美
佳
（
63
回
）

皆
さ
ん
が
真
摯
に
取
り
組
む
姿
に
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
英
語
力
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
僕
ら
に
し
か
話
せ
な

い
「
庄
内
弁
」
も
、
と
て
も
大
切
な
素
晴
ら

し
い
言
語
で
す
。
ぜ
ひ
「
庄
内
弁
」
も
、
も
っ

と
し
ゃ
べ
っ
て
み
で
く
だ
さ
い
の
〜
！

阿
部
彩
人
（
74
回
）

今
後
も
、
母
校
へ
の
こ
う
し
た
支
援
は
続

け
て
い
き
ま
す
。
東
京
亀
城
会
会
員
の
皆
様
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当
教
諭
を
代
表
し
て

学
年
主
任
　
真
嶋
　
亮
子
（
65
回
）

酒
東
キ
ャ
リ
ア
研
修
に
参
加
し
て

▲大学生の先輩たちに学ぶ ▲社会人の先輩たちと課題研究発表
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○
ど
の
班
の
最
終
発
表
も
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と

ま
っ
て
い
て
グ
ラ
フ
や
英
語
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
の
で
、
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
生

懸
命
取
り
組
む
こ
と
で
大
切
な
こ
と
を
得

ら
れ
る
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
確
か
に
部

活
や
勉
強
で
忙
し
く
時
間
が
な
い
け
れ
ど
、

頑
張
っ
た
か
ら
こ
そ
達
成
感
が
あ
る
し
、

仲
間
も
で
き
る
と
わ
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
ま
た
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。

○
こ
の
世
に
は
答
え
が
な
い
問
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
広

い
視
野
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。

○
同
じ
テ
ー
マ
で
も
た
く
さ
ん
の
意
見
、
解

決
策
が
あ
り
、
ま
た
、
伝
え
方
も
あ
っ
て
、

驚
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
、
一
つ
の
こ

と
に
も
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
考
え
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。「
よ
く
考
え
る
」
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
で
す

○
仲
間
が
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学

び
ま
し
た
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も

協
力
す
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
実
感
し
ま
し
た
。

○
自
分
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
意
見

も
聞
い
て
チ
ー
ム
を
作
る
大
切
さ
が
わ
か

っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
意
見
を
交
わ
し
、

自
分
の
考
え
を
広
げ
た
い
。

○
今
回
の
五
つ
の
テ
ー
マ
は
、
自
分
た
ち
に

関
係
な
さ
そ
う
で
意
外
に
こ
れ
か
ら
重
要

に
な
っ
て
く
る
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
解
決

で
き
る
の
は
、
今
を
生
き
る
若
者
だ
と
思

っ
た
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ

し
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
、
日
本
や
世
界

を
助
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
思
う
。

○
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
け
ど
、
そ

れ
を
行
動
に
移
さ
な
い
限
り
は
何
も
変
わ

ら
な
い
と
思
っ
た
。

東
京
亀
城
会
で
は
「
母
校
支
援
委
員
会
」

を
組
織
し
、
今
後
も
後
輩
た
ち
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

創立50周年記念特集・酒東一年生キャリア研修

生
徒
の
感
想
　

課
題
研
究
と
発
表
会
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と

43回　澁谷　英夫（技研興業株式会社）

54回　岡崎　理香（岐阜女子大学南アジア研究センター特別研究員）

56回　河島　三二（株式会社日立システムズ）

59回　三浦　琢揚（株式会社code-name）

60回　白畑　優（株式会社みずほフィナンシャルグループ）

62回　池田　大介（三菱商事株式会社）

62回　小野寺　良恵（独立行政法人国際協力機構〈JICA〉）

62回　中野　幸伸（ペリクラークペリアーキテクツジャパン株式会社）

62回　宮本　健一（独立行政法人産業技術総合研究所）

63回　森田　美佳（株式会社ヤマジン）

65回　佐々木　亜希子（活動弁士）

70回　野崎　誠（わかばひふ科クリニック、医師）

70回　松村　洋一郎（国立音楽大学・大東文化大学ほか講師、音楽学者）

72回　齋藤　剛（プルデンシャル生命保険株式会社）

74回　阿部　彩人（EMTG株式会社）

75回　石向　桂一（独立行政法人宇宙航空研究開発機構〈JAXA〉）

75回　柿崎　佳奈子（日産自動車株式会社）

75回　野崎　潔（ワイモバイル株式会社）

ファシリテーターとなった東京のOBOG
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先生元気だが

淳
建
築
設
計
事
務
所

〒
二
二
〇
・
〇
〇
四
二

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
戸
部
町
六
―
二
一
六

ア
ポ
ロ
ビ
ル
三
〇
一

電
話
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
五
―
三
二
三
―
三
〇
一
〇

斉

藤

　

淳

（
五
一
年
卒
）

代

表

一
級
建
築
士

八
木
文
明
先
生
元
気
だ
が

酒
田
は第
二
の
故
郷

八
木
文
明

私
は
一
九
七
八
年
四
月
か

ら
七
年
間
生
物
の
教
師
と
し

て
勤
務
し
ま
し
た
。
正
式
な

教
員
と
し
て
最
初
の
、
ま
た

教
員
生
活
の
中
で
最
も
長
く

勤
務
し
た
学
校
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
で
、
今
も
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

新
任
式
の
場
で
初
め
て
校

歌
を
聞
い
た
と
き
、
そ
の
素

晴
ら
し
い
歌
詞
と
旋
律
に
気

持
ち
が
昂
ぶ
っ
た
こ
と
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
風

光
明
媚
な
こ
と
を
歌
う
だ
け

で
な
く
、
ど
ん
な
人
間
に
な

り
た
い
の
か
、
目
指
す
べ
き

な
の
か
、
明
確
に
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
の
顧
問
を
六

年
間
し
て
い
ま
し
た
。
陸
上

競
技
で
は
伝
統
の
あ
る
学
校

で
し
た
の
で
、
当
時
の
生
徒

の
皆
さ
ん
に
何
度
か
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鹿
児

島
は
、
今
で
も
私
が
最
も
遠

く
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

私
は
酒
田
か
ら
郷
里
の
置

賜
に
戻
り
ま
し
た
が
、
酒
田

が
自
分
の
第
二
の
故
郷
の
よ

う
に
今
も
感
じ
て
い
ま
す
。

定
年
を
待
た
ず
七
年
前
に

教
職
を
辞
し
、
今
は
「
葉
っ

ぱ
塾
」
と
い
う
名
前
で
自
然

体
験
活
動
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で

山
の
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
も

あ
り
、
あ
の
頃
は
見
上
げ
る

だ
け
だ
っ
た
鳥
海
山
に
も
何

度
か
登
り
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
支
援
も
、
重
要
な

活
動
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＊ 母校創立百周年支援積立金特別会計
平成24年度実績 平成25年度実績 平成26年度実績

金　額 金　額 金　額

収入

前年度繰越金 1,454,570 1,805,581 2,299,715
寄付金収入 348,000 492,000 291,000
利息 3,011 2,134 1,915

支出 0 0 0
差引 次年度繰越金 1,805,581 2,299,715 2,592,630

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
四
・
〇
二
一
二

町
田
市
小
山
町
一
六
三
九
―
四

電
話
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
八
六
〇
―
〇
二
八
三

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

「
葉
っ
ぱ
塾
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、

長
井
葉
山
に
て
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同期・昨日 今日

常
任
幹
事
交
替
と
都
心
再
開
発
に
よ
る

会
場
閉
鎖
の
た
め
、
同
期
会
を
一
回
お
休

み
し
た
が
、
昨
年
一
〇
月
二
五
日
、
数
寄

屋
橋
「
桃
杏
楼
」
で
再
開
で
き
た
。
高
橋

憲
造
君
が
転
居
先
の
皆
生
温
泉
か
ら
駆
け

付
け
た
が
、
夫
々
高
齢
の
た
め
身
体
的
故

障
や
介
護
等
の
事
情
が
あ
り
、
全
体
の
参

加
は
七
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

相
馬
大
作
君
が
死
去
し
、
酒
田
市
か
ら

市
長
時
代
の
功
績
に
対
し
「
特
別
名
誉
市

民
」
の
栄
誉
が
贈
ら
れ
た
。
酒
田
市
公
報

に
よ
れ
ば
昭
和
六
二
年
の
前
田
巌
さ
ん
に

次
い
で
二
人
目
で
あ
る
。
大
谷
義
雄
、
風

間
吉
也
、
小
松
康
世
、
庄
司
等
、
鈴
木
隆

司
、
高
橋
の
諸
君
と
思
い
出
話
で
冥
福
を

祈
っ
た
。

校
歌
、
応
援
歌
を
合
唱
出
来
ず
、
残
念

で
あ
っ
た
が
此
の
会
場
で
継
続
す
る
事
に

し
た
と
こ

ろ
三
月
末

に
ク
ロ
ー

ズ
と
の
こ

と
。駅

の
側

で
分
か
り

易
く
、
校

歌
を
合
唱

出
来
る
会

場
探
し
の

難
題
に
取

り
組
ん
で

い
る
。

み
つ
先
生
は
女
学
校
（
現
西
高
）
に
昭

和
一
七
年
か
ら
体
育
の
先
生
と
し
て
奉

職
。
二
三
年
に
新
制
高
等
学
校
が
発
足
し
、

二
五
年
に
酒
田
高
等
学
校
と
な
り
旧
一
高

と
三
高
が
合
併
。
新
入
生
は
全
部
で
一
〇

組
で
そ
の
内
の
一
組
の
正
担
任
が
「
み
つ

先
生
」。
男
子
を
担
任
す
る
の
は
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
当
時
副
担

任
も
い
ま
し
た
）

二
三
年
間
の
教
員
生
活
を
西
高
校
を
最

後
に
結
婚
の
た
め
退
職
し
、
山
形
市
内
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
み
つ
先
生
が
今
年
一
月
二
二
日
老

衰
で
長
寿
を
全
う
し
、
九
六
歳
で
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の

新
入
生
で
且

つ
一
組
に
在

籍
し
て
い
た

の
が
私
で

す
。（
男
子

二
三
名
、
女

子
二
二
名
在

籍
）
今
で
も

「
一
の
会
」

（
酒
東
二
八

会
）
と
し
て

集
い
あ
っ
て

い
ま
す
。

先
生
の
ご

冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
致

し
ま
す
。

総
会
は
五
月
二
四
日
（
土
）
ド
タ
キ
ャ

ン
が
続
出
し
、
四
四
名
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
出
荘

に
て
開
催
、
二
三
年
ぶ
り
参
加
の
石
塚
君
、

土
佐
高
知
の
は
り
ま
や
橋
よ
り
立
石
さ
ん

が
加
わ
り
華
を
添
え
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
天
皇
誕
生
日
が
第
一
回
の

歩
こ
う
会
も
一
〇
〇
回
を
迎
え
、「
古
里

を
歩
こ
う
」
を
合
言
葉
に
六
月
一
八
日
酒

田
駅
に
集
合
。
学
生
当
時
一
年
通
っ
た
女

学
校
ま
で
の
道
筋
、
途
中
「
き
う
り
て
ん

の
う
さ
ん
」
に
お
参
り
。
す
っ
か
り
変
わ

っ
た
学
校
跡
を
見
学
、
今
町
を
通
り
光
丘

神
社
・
日
和
山
公
園
を
巡
り
、
約
六
〇
〇

〇
歩
で
散
策
。
宿
泊
先
の
松
山
「
さ
ん
さ

ん
」
で
本
部
の
歓
迎
を
受
け
宴
会
を
。
翌

日
は
羽
黒
山
参
拝
、
ク
ラ
ゲ
世
界
一
の
加

茂
水
族
館
を
始
め
、
土
門
拳
記
念
館
、
山

居
倉
庫
等
々
を

見
学
し
た
有
意

義
な
一
〇
〇
回

記
念
会
で
し
た
。

還
暦
時
に
結

成
さ
れ
た
「
コ
ー

ラ
ス
ふ
く
の
か

い
」
も
、
当
初
古

希
ま
で
と
予
定

し
て
ま
し
た
が
、

な
ん
の
な
ん
の

傘
寿
は
お
ろ
か
、

ま
だ
ま
だ
終
え

そ
も
あ
り
ま
せ

ん
。さ

て
こ
れ
か

ら
ど
う
す
る
東

京
ふ
く
の
会
！

23回

七
人
の
〝
侍
〞
に

な
っ
て
し
ま
っ
た

後
藤
　
健

28回

佐
藤（
西
高
）

み
つ
先
生
逝
く

五
十
嵐
昌
士

29回

歩
こ
う
会
一
〇
〇
回

記
念
は
古
里
歩
き

冨
樫
弘
喜
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関
東
三
一
会
は
総
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
中
断
す
る
こ
と

な
く
続
け
て
来
た
。
散
策
は
横
浜
や
井
の

頭
公
園
、
飛
鳥
山
公
園
〜
王
子
稲
荷
な
ど
。

総
会
・
懇
親
会
は
、
一
昨
年
は
横
浜
イ
ン

タ
ー
コ
ン
チ
ホ
テ
ル
で
の
高
級
感
漂
う
洋

食
に
ワ
イ
ン
、
昨
年
は
新
宿
「
大
志
満
」

で
純
和
食
の
加
賀
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら

で
あ
っ
た
。

喜
寿
を
過
ぎ
た
我
々
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
近
況
を
聞
く
と
、
決
し
て
家
で

ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
活
動

的
で
あ
る
。
少
し
言
い
古
さ
れ
た
感
が
あ

る
が
高
齢
に
な
っ
て
身
体
的
・
精
神
的
に

健
康
で
い
る
た
め
に
は
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」

と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
が
大
切
だ
と
言
う
。

今
日
用
が
あ
る
、
今
日
行
く
所
が
あ
る
。

我
々
に
は
ま
だ

ま
だ
キ
ョ
ウ
ヨ

ウ
と
キ
ョ
ウ
イ

ク
が
あ
る
。

三
一
会
は
か

つ
て
総
会
の
前

に
会
員
に
よ
る

講
演
会
を
行
っ

て
い
た
。
作
曲

家
、
評
論
家
、

料
理
家
…
な
ど

い
わ
ゆ
る
プ
ロ

と
言
わ
れ
る
人

を
講
師
に
と
考

え
た
が
、「
六
〇

年
も
生
き
て
来

た
人
は
皆
プ
ロ

だ
。
我
々
同
期

の
仲
間
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
な
の
だ
」

と
発
言
し
た
人
が
あ
り
、
同
期
を
講
演
者

に
七
〜
八
年
実
施
し
た
。
懇
親
会
で
の
出

席
者
近
況
報
告
も
、
た
と
え
二
〜
三
分
ず

つ
で
も
人
生
プ
ロ
の
貴
重
な
傾
聴
す
べ
き

話
と
し
て
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
実
の

あ
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
、
少
な
い

人
数
で
も
有
意
義
な
も
の
に
し
た
い
。

我
々
同
期
生
は
今
年
三
月
末
で
全
員
後

期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
。
平
成
二
〇
年
一

〇
月
末
に
卒
業
五
〇
年
を
記
念
し
て
酒
田

で
燦
々
会
を
催
し
、
八
四
名
の
出
席
者
を

得
て
五
〇
年
ぶ
り
の
母
校
訪
問
に
感
激
し

ま
し
た
。

昨
年
の
燦
々
会
は
簡
素
な
会
を
旨
に
、

ひ
た
す
ら
飲
・
食
・
談
に
集
中
す
べ
く
横

浜
中
華
街
萬
珍
樓
を
会
場
と
し
、
い
み
じ

く
も
三
三
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
有
志
で
の
鱈
汁
会
を
銀
座
の
お
ば
こ

で
毎
年
二
月
に
や
っ
て
い
ま
す
。

二
組
の
ク
ラ
ス
会
は
毎
年
三
月
に
お
ば

こ
で
催
し
て
い
ま

す
が
、
四
年
前
の

三
月
一
一
日
の
会

終
了
間
際
に
あ
の

大
地
震
に
遭
遇
し

帰
宅
が
翌
日
と
な

っ
た
人
も
い
た
よ

う
で
す
。今
年
も
、

ク
ラ
ス
会
は
三
月

一
一
日
に
お
ば
こ

で
〝
献
杯
〞
で
始

ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
三
四
会
は
酒
田
の
花
火
を
見
な

が
ら
集
ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
八

月
二
日
鳥
海
温
泉
「
遊
楽
里
」
に
集
合
し

ま
し
た
。
当
日
は
地
元
を
含
め
各
地
か
ら

三
三
名
が
集
ま
り
、「
花
火
会
場
」
の
最

上
川
河
口
特
設
会
場
に
は
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
天
気
も
良
く
絶
好
の
花
火
日
和
で

会
場
は
大
勢
の
人
で
埋
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
翌
日
は
朝
食
後
仲
間
の
車
に
分
乗
し

て
加
茂
水
族
館
に
向
か
い
ま
し
た
。
同
館

は
ク
ラ
ゲ
水
族
館
と
し
て
全
国
的
に
有
名

で
あ
り
、
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
前
は
大
勢
の
人

だ
か
り
で
し
た
。
そ
こ
を
出
て
、
船
番
所
、

ふ
る
さ
と
味
来
館
等
を
見
学
、
肘
折
温
泉

の
旅
館
「
元
河
原
湯
」
で
温
泉
に
浸
り
、

疲
れ
を
取
り
ま
し
た
。
最
終
日
は
、
朝
食

後
、
車
で
最
上

川
三
難
所
川
下

り
。
村
山
の
基

点
で
乗
舟
し
、

変
化
に
富
ん
だ

流
れ
と
船
頭
の

民
謡
を
聞
き
な

が
ら
の
舟
下
り

は
懐
か
し
く

楽
し
い
も
の
で

し
た
。
終
点
の

「
は
や
ぶ
さ
」
に

到
着
後
昼
食
を

と
り
、
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
は
今
年
の

六
月
姫
路
城
へ

の
旅
が
計
画
さ

れ
て
い
る
よ
う

31回
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と

「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」

小
山
嘉
吉

33回

東
京
燦
々
会
の
近
況

白
崎
健
助

34回

酒
田
で
の
三
四
会今田

竹
彦

・
・
・

・
・
・
・
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で
す
。
多
く
の
会
員
に
会
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
一
月
第
三
土
曜
日
は
東
京
珊
瑚
の

会
新
年
会
で
す
。

卒
業
は
昭
和
珊
瑚
年
（
三
五
年
）、
今

年
の
新
年
会
は
珊
瑚
回
（
第
三
五
回
）
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
来
た

一
つ
の
要
因
と
し
て
同
期
生
の
相
馬
君
が

経
営
す
る
郷
土
料
理
の
あ
店
「
お
ば
こ
」

の
存
在
は
大
き
い
で
す
。
銀
座
で
郷
土
料

理
を
戴
き
な
が
ら
の
新
年
会
は
贅
沢
か

も
？
　
し
か
も
超
廉
価
で
大
サ
ー
ビ
ス
は

嬉
し
い
で
す
（
店
主
の
熱
意
に
感
謝
）。
幹

事
長
伊
藤
君
の
、
毎
年
新
企
画
を
考
え
て

皆
に
案
内
す
る
熱
意
に
は
感
謝
し
ま
す
。

今
年
は
定
番
の
出
し
物
の
他
に
、
酒
田
、

長
崎
と
の
同
時

開
催
（
二
年
前

か
ら
）
で
し
た

が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
動
画
で
の
遣

り
取
り
は
懐
か

し
い
顔
と
向
き

合
っ
て
臨
場
感

溢
れ
る
最
高
の

気
分
で
し
た
。

も
う
一
つ
新
企

画
は
山
口
さ
ん

と
伊
藤
君
と
の

ウ
ク
レ
レ
と
三

味
線
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

皆
で
歌
っ
た
事

も
良
か
っ
た
で

す
ね
。
飛
び
入
り
で
吉
泉
君
の
詩
吟
に
は

皆
驚
き
！
楽
し
い
新
年
会
で
し
た
。

当
た
り
前
の
様
に
気
楽
に
毎
年
参
加
す

る
事
を
そ
の
年
の
目
標
の
一
つ
に
「
健
康

管
理
」
を
し
、
感
謝
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
に
し
た
い
も
の
で
す
。

首
都
圏
支
部
主
催
で
、
昨
年
五
月
三
一

日
か
ら
一
泊
で
酒
田
・
山
形
・
名
古
屋
か

ら
二
一
名
が
草
津
温
泉
に
集
合
し
た
。
一

日
目
は
、
午
後
か
ら
湯
畑
・
光
泉
寺
を
回

り
宿
に
帰
っ
て
酒
田
や
前
橋
な
ど
か
ら
集

ま
る
仲
間
を
待
ち
な
が
ら
温
泉
に
つ
か
っ

た
。
二
日
目
は
快
晴
の
草
津
白
根
に
登
り
、

ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
の
湯
釜
を
眺
め
た
。
途

中
富
士
山
を
始
め

北
ア
ル
プ
ス
の
連

山
や
南
ア
ル
プ
ス

な
ど
を
一
望
に
眺

め
る
事
が
出
来
る

幸
運
に
恵
ま
れ

た
。「

最
上
川
舟
歌
」

を
、
参
加
者
が
歌

え
る
よ
う
に
同
期

の
宮
下
氏
に
指
導

し
て
い
た
だ
い

た
。
学
生
時
代
に

酒
田
に
帰
る
と
元

芸
者
さ
ん
の
「
よ

っ
ち
ゃ
ん
」
に
特

別
に
教
え
て
も
ら

っ
た
の
だ
そ
う

だ
。
「
酒
田
さ
」

は
声
を
あ
げ
て
こ

ぶ
し
を
き
か
せ
て
…
、「
塩
が
し
ょ
っ
ぱ

く
て
喰
ら
わ
ん
ね
…
」
は
塩
で
は
な
く
て

「
し
ょ
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
回

も
ま
た
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二
次
会
で
は
、
温
泉
巡
り
の
時
に
見
つ

け
た
地
酒
を
囲
ん
で
、
バ
ス
の
中
や
湯
畑

の
散
策
で
作
っ
た
俳
句
の
講
評
を
金
子
兜

太
の
愛
弟
子
で
あ
る
米
山
氏
に
お
願
い
し

た
。
も
ち
ろ
ん
五
・
七
・
五
に
季
語
が
入

っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
言
う
条
件
で
あ
る
。

ど
れ
も
一
生
懸
命
ま
と
め
あ
げ
よ
う
と
し

た
形
跡
が
見
ら
れ
て
実
に
楽
し
い
。

「
友
死
に
て
　
鳥
海
山
に
　
星
飛
び
ぬ
」

講
師
作

「
風
呂
上
が
り
美
人
に
見
え
て
五
月
闇
」

「
正
調
の
　
最
上
川
舟
歌
　
カ
エ
ル
鳴
く
」

今
年
は
五
月
三
○
日
か
ら
一
泊
で
日
光

の
予
定
。
酒
田
の
定
例
会
は
通
年
八
月
一

五
日
に
開
催
予
定
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

東
京
三
九
会
分
科
会
は
、
平
成
二
六
年
一

二
月
九
日
、
一
〇
人
で
「
ス
ク
エ
ァ
荏
原
」

に
て
、
同
期
の
俳
優
佐
藤
輝
さ
ん
の
応
援

観
劇
を
し
ま
し
た
。『
忠
臣
蔵
〜
元
禄
仇
討

ち
裏
事
情
』
と
い
う
芝
居
で
、
佐
藤
輝
さ

ん
は
主
役
の
水
戸

黄
門
！
　
生
の
舞

台
の
迫
力
、
熱
演

を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
終
演
後
、
輝

さ
ん
を
み
ん
な
で

囲
ん
で
記
念
撮
影
。

輝
さ
ん
、
感
動

を
あ
り
が
と
う
！

35回
「
東
京
珊
瑚
の
会
」
の

新
年
会

阿
部
　
浩

36回

草
津
温
泉
に
集
う小出

和
子

39回

佐
藤
輝
さ
ん
の応

援
観
劇

小
松
　
昇
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ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
第
一
期
生
の
我
々
四

一
回
卒
生
も
今
年
は
卒
後
四
九
年
。
来
年

は
早
い
も
の
で
五
〇
年
（
半
世
紀
）、
古

希
を
迎
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

来
年
は
同
時
に
東
京
亀
城
会
の
当
番
幹
事

（
実
行
委
員
）
を
担
当
し
ま
す
。

現
在
酒
田
の
亀
城
同
窓
会
は
同
期
の
山

岸
文
章
君
が
会
長
を
務
め
て
お
り
、
会
長

就
任
以
来
東
京
亀
城
会
総
会
に
来
賓
と
し

て
毎
年
出
席
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
同
期

は
総
会
・
懇
親
会
終
了
後
の
二
次
会
の
席

で
山
岸
会
長
を
交
え
て
の
懇
親
会
を
重
ね

て
お
り
、
今
年
も
同
じ
よ
う
に
開
催
予
定

で
す
。

今
年
は
東
京
亀
城
会
の
五
〇
周
年
記
念

会
。
来
年
度
は
当
番
幹
事
と
続
き
ま
す
が
、

今
年
、
来
年
と
盛
大
に
開
催
で
き
る
よ
う

総
会
へ
の
多
数
の
出
席
を
切
望
致
し
ま

す
。今

年
の
誕
生
日
で
全
員
六
七
歳
。
悠
々

と
勇
退
の
人
生
あ
れ
ば
、
未
だ
現
役
で
仕

事
す
る
人
生
あ
り
。
又
、
病
に
勝
利
の
人

生
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
る
人
生

を
歩
む
の
が
我
ら
四
二
回
生
だ
。
し
か
も

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
。

二
月
に
は
、
横
浜
方
面
で
の
ハ
イ
キ
ン

グ
。
三
月
末
に
は
、
山
形
市
内
で
仙
台
に

赴
任
す
る
同
期
へ
の
激
励
会
。
五
月
に
は

北
陸
新
幹
線
開
通
に
合
わ
せ
て
、
金
沢
一

泊
ツ
ア
ー
の
開

催
。
現
地
で
は
、

金
沢
在
住
二
八

年
の
同
期
Ｎ
子

さ
ん
が
受
入
れ

準
備
に
走
っ
て

い
る
。

上
半
期
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト

は
、
三
月
二
八

日
の
池
袋
同
期

会
だ
。
今
回
は
、

酒
田
・
山
形
・

金
沢
・
米
国
か

ら
も
参
加
。
写

真
の
と
お
り
の

賑
わ
い
だ
っ
た
。

日
常
、
メ
ー

ル
と
掲
示
板
を
活
用
し
連
絡
・
報
告
し
て

い
る
四
二
回
生
。
電
脳
活
用
で
は
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

今
年
の
「
い
な
ほ
会
」
は
、
二
月
七
日
一

二
名
が
参
加
し
新
宿
で
行
わ
れ
た
。
今
回

の
主
役
は
何
と
い
っ
て
も
、
卒
業
後
四
六

年
目
に
し
て
初
参
加
の
益
佳
子
さ
ん
（
旧

姓
中
村
）
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば
、
酒
東
卒

業
後
大
学
、
社
会
人
と
し
て
ず
っ
と
東
京

に
居
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
間
我
々
と

ど
こ
か
で
す
れ
違
っ
て
い
た
の
で
は
？
と

不
思
議
な
思
い
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
昨
年
夏
酒
田
で
行
わ
れ
た
四

四
回
卒
「
獅
子
の
会
」
の
集
合
写
真
を
見

な
が
ら
、
郷
里
の
友
の
様
子
を
伝
え
聞
き

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
同
会
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
益
さ
ん
同

様
四
六
年
間
会
っ

て
い
な
い
友
が
数

多
く
い
る
こ
と
に

改
め
て
気
付
い
た
。

後
日
我
が
家
の

食
卓
に
上
っ
た
酒

田
袖
浦
産
の
「
き

も
と
」
を
食
し
つ

つ
、
例
の
集
合
写

真
を
思
い
浮
か
べ
、

今
年
は
あ
の
何
人

か
に
是
非
と
も
会

い
た
い
と
の
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。

第
三
回
四
五
期
東
京
同
期
会
を
、
昨
年

一
〇
月
一
八
日
、
盛
況
の
内
に
無
事
終
了

す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

今
回
は
前
回
よ

り
九
名
ほ
ど
少
な

い
三
三
名
で
の
開

催
と
成
り
ま
し
た

が
、
前
回
同
様
お

お
い
に
飲
み
、
語

ら
い
、
楽
し
い
一

時
で
有
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
二
次
会
も
ほ

と
ん
ど
の
参
加
で

大
い
に
盛
上
が

り
、
歳
も
忘
れ
夜

遅
く
ま
で
歌
い
語

ら
い
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
契
機

41回
「
来
年
は
当
番
幹
事
年
」

総
会
へ
の
出
席
を

金
井
敏
明

42回

ハ
イ
ペ
ー
ス
な
交
流

菅
原
幸
夫

44回

四
六
年
目
の
再
会池田

義
寛

45回

同
期
会
を
終
え
て

伊
藤
（
原
田
）
稔
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同期・昨日 今日

に
青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
懐
か
し
い

仲
間
が
ど
ん
ど
ん
多
く
成
っ
て
行
き
ま
す

よ
う
、
又
、
同
期
会
が
末
永
く
続
き
ま
す

よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
度
、
実
行
責
任
者
と
し
て
携
わ
れ

て
良
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。

五
四
回
卒
の
同
期
会
は
「
梧
葉
会
」
と

言
い
ま
す
。
梧
葉
と
は
青
桐
の
葉
の
こ
と

で
、
朱
子
の
「
偶
成
」
が
出
典
で
す
。

少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し

一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。

未
だ
覚
め
ず
池
塘
春
草
の
夢

階
前
の
梧
葉
す
で
に
秋
声

な
ん
と
ぴ
っ
た
り
の
命
名
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
も
亀
城
会
で
は
ま
だ
ま
だ
「
ひ
よ
っ

こ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年

に
は
還
暦
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
と

も
に
還
暦
を
祝
お
う
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
関
東
梧
葉
会
は
地
元
酒
田
と
遊

佐
か
ら
三
名
、
福
島
や
京
都
か
ら
と
遠
方

か
ら
の
参
加
者

を
含
め
二
〇
名

が
参
集
し
ま
し

た
。ま

る
で
修
学

旅
行
の
よ
う
な

盛
り
上
が
り
。

「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
還

暦
を
祝
お
う
」

を
合
言
葉
に

益
々
絆
を
深
め

る
梧
葉
会
で

す
。

こ
の
と
こ
ろ
中
高
年
の
楽
器
ブ
ー
ム
が

マ
ス
コ
ミ
等
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
二
年
前
に
ギ
タ
ー
を
始
め
て
か
ら
、

初
心
者
の
分
際
で
第
五
六
回
生
の
河
島
三

二
先
輩
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
と
何
度
か
共
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
写
真
は

今
年
二
月
一
四
日
に
赤
坂
の
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス

で
開
催
さ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、

本
番
の
映
像
は
文
末
のYouTube

の
サ
イ

ト
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

東
京
亀
城
会
で
は
、
他
に
も
第
五
七
回

生
の
長
澤
真
理
さ
ん
（
ド
ラ
ム
ス
）
や
第

五
八
回
生
の
梅
津
功
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）
な

ど
、
新
た
に
楽
器
を
始
め
た
同
窓
の
友
人

も
多
く
、
い
つ
か
東
京
亀
城
会
総
会
で
も

自
分
た
ち
の
バ
ン
ド
演
奏
を
披
露
し
た
い

と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
仕
事
や
子
育
て

が
漸
く
一
段
落
す
る
年
齢
と
な
り
、
新
た

に
一
生
取
り
組
め
る
趣
味
と
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
同
窓

の
仲
間
達
と
一
緒
に
音
楽
活
動
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
河
島
・
吉
田
共
演
映
像U

RL

】

http://youtu.be/Z1L9iEzw
2G

k

卒
業
し
て
か
ら
二
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

既
婚
・
未
婚
・
婚
活
中
ぞ
れ
ぞ
れ
の
生

活
が
あ
る
の
は
何
年
経
と
う
が
変
わ
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
時
々
耳
に
す
る
同
級
生

の
子
供
の
年
齢
が
と
て
も
幅
広
い
、
と
感

じ
る
こ
の
頃
。
数
年
前
か
ら
、
子
供
が
母

校
に
入
学
し
た
と
か
大
学
に
入
っ
た
と
か
、

よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
ら
…
な
ん
と
、
孫
が
で
き
て
い
た
同

級
生
が
い
ま
し
た
。
確
か
に
結
婚
も
早
か

っ
た
け
ど
、
同
じ
歳
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

は
！
　
徐
々
に
そ
ん
な
年
頃
に
突
入
な
の

で
す
ね
。
そ
れ
で
も
同
級
生
と
は
不
思
議

な
も
の
で
、
何
年
ぶ
り
に
会
っ
て
も
話
せ

ば
当
時
の
ま
ま
、
当
時
話
し
た
こ
と
が
な

く
て
も
何
故
か
盛
り
上
が
る
、
そ
ん
な
面

白
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
一
一
月
に
酒
田
で
行
わ
れ
る
亀

城
同
窓
会
総
会
の
幹
事
学
年
で
す
。
一
生

に
一
度
の
担
当
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
大
集
合
し
ま
し
ょ

う
！
　
皆
さ
ん
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
二
月
一
九
日
、
毎
年
恒
例
と
な

54回

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

還
暦
を
祝
お
う

岡
崎
理
香

57回

先
輩
・
後
輩
と
第
二
の

音
楽
人
生
を
満
喫

吉
田
　
聡

63回

つ
い
に
亀
城
同
窓
会
の

幹
事
年

森
田
美
佳

65回

過
去
最
高
の
参
加

同
期
忘
年
会

山
科
範
泰
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同期・昨日 今日

り
ま
し
た
、

第
六
五
回
生

同
期
会
＆
忘

年
会
が
、
今

回
は
池
袋
に

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
嬉

し
い
事
に
毎

年
参
加
者
が

増
え
、
今
回

は
過
去
最
高

の
参
加
数

に
。例

に
よ
っ

て
、
昔
と
姿

形
が
全
く
変
わ
ら
な
い
人
も
い
れ
ば
、

色
々
な
意
味
で
別
人
の
様
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
人
も
お
り
、
同
じ
ク
ラ
ス
で
も
高

校
時
代
ま
っ
た
く
話
し
た
記
憶
の
な
い
人

な
ど
、
今
回
ほ
ど
、
持
参
し
た
卒
業
ア
ル

バ
ム
が
大
活
躍
し
た
同
窓
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
笑
）。

今
は
職
業
も
住
ま
い
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
会
え
ば
庄
内
弁
が
飛
び
交

う
同
期
生
、
い
つ
も
こ
の
場
で
同
期
の
絆

の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。
後
日
、
別
途
ミ
ニ

ク
ラ
ス
会
を
さ
れ
た
方
も
い
る
よ
う
で
、

こ
の
会
を
通
じ
て
同
期
の
交
流
が
深
ま
っ

て
い
く
の
を
聞
く
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

二
〇
一
五
年
度
の
同
期
会
は
更
に
参
加

数
が
増
え
ま
し
た
、
と
来
年
も
報
告
出
来

れ
ば
良
い
な
、
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

同
期
七
四
回
卒
の
高
橋
大
介
氏
が
料
理

長
を
務
め
る
、
渋
谷
道
玄
坂
の
熊
本
居
酒

屋
「
新
市
街
」

に
て
、
去
る

二
月
一
五
日

「
寒
鱈
汁
フ
ェ

ス
タ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。タ

カ
ダ
イ

こ
と
高
橋
大

介
氏
が
腕
に

よ
り
を
か
け

て
作
る
庄
内

の
郷
土
料
理

「
寒
鱈
汁
」や
、

庄
内
味
の

芋
煮
、
庄
内
の
地
酒
な
ど
、
様
々
な
「
ん

め
も
の
」
を
楽
し
む
宴
。
な
ん
で
熊
本
居

酒
屋
な
の
に
寒
鱈
汁
!?
と
い
う
疑
問
は
さ

て
お
き
、
庄
内
人
・
山
形
人
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
の
ご
出
身
の
方
も
含
め
、
一
五

名
が
集
結
。
酒
東
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
、
下
は
七

五
回
卒
か
ら
上
は
五
八
回
卒
ま
で
多
数
参

加
し
、
食
べ
物
も
酒
も
美
味
し
く
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
う
い
う
庄
内
の
味
覚
を
首
都
圏
で
味

わ
え
る
機
会
と
い
う
の
は
と
て
も
い
い
も

の
で
す
し
、
庄
内
以
外
の
人
に
も
庄
内
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
も
っ
け
で
し
た
！
そ
し
て
、
タ

カ
ダ
イ
、
あ
り
が
ど
の
〜
。
せ
ば
、
ま
ず
。

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
一

三
年
一
月
二
日
に
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー

デ
ン
酒
田
で
、
第
七
七
回
卒
業
の
代
は

「
七
七
会
」
の
発
足
総
会
と
同
期
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
同
期
生
が
参
加
し
た
ほ
か
、
当
時
の

学
年
主
任
の
富
樫
郁
遷
先
生
以
下
、
ク
ラ

ス
担
任
で
あ
っ
た
大
隅
晃
弘
先
生
、
大
谷

薫
先
生
、
松
村
宜
典
先
生
、
槙
紀
子
先
生
、

井
家
勝
己
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
途
中
、
先
生
方
の
専
門
教
科
に
関
す

る
問
題
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
解
き
、
さ
ら
に

そ
れ
を
先
生
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
し
て
い
た

だ
く
ゲ
ー
ム
を
し
た
の
で
す
が
、
当
時
と

変
わ
っ
て
い
な
い
教
え
方
に
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

現
在
も
七
七
会
は
、F

acebook

上
に

ペ
ー
ジ
を
作
り
、
情
報
交
換
を
密
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
三
二
歳
を
迎

え
る
こ
と
に
な

り
、
会
社
で
責

任
を
持
つ
立
場

に
な
っ
た
り
、

結
婚
し
て
子
ど

も
が
産
ま
れ
た

り
と
、
公
私
に

わ
た
っ
て
奔
走

し
て
い
る
人
が

多
く
、
な
か
な

か
集
ま
る
機
会

を
設
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、

F
aceb

ook

上

で
同
期
生
が
活

躍
し
て
い
る
の

を
見
る
た
び
に

自
分
も
頑
張
ら

ね
ば
と
励
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。

74回

渋
谷
で
「
寒
鱈
汁

フ
ェ
ス
タ
」
開
催
。

阿
部
彩
人

77回

七
七
会
の
発
足

齋
藤
知
明
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東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

ふるさと発

相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

松　山

◇松山城址館が完成
大手門のある松山歴史公園内に「松山

城址（じょうし）館」が完成しました。
「松山能」をはじめとする地域民族芸

能の保存・伝承、生涯学習や芸術文化活
動の拠点とするものです。
能舞台と150席を備える多目的ホールの
ほかに、茶室、研修室（和室）などがあ
ります。
能楽に限らず、各種講演会、発表会、

会議・研修会でも利用可能なものです。
１月21日には現地で竣工式が行われ、テ
ープカットとともに使い初めとして地元
の「松諷社（しょうふうしゃ）」による狂
言が披露され、完成を祝いました。
新しい施設はできましたが、同時に地

域課題である賑わいづくり、交流人口増
加につなげるため、今後の有効的な活用
が求められています。

（松山総合支所　地域振興課）

八　幡

◇観光パンフレットをリニューアル
酒田市八幡地域、鳥海山の魅力を満載

した観光パンフレットが出来ました。今
まで問い合わせがあっても対応出来なか
った八幡地域限定の内容です。
高山植物、鶴間池など鳥海山の見どこ

ろ。また、地域の観光の目玉である玉簾
の滝や、湯の台温泉鳥海山荘、八森温泉
ゆりんこなどの宿泊施設、温泉施設も掲
載しました。自然に親しめる鳥海高原家
族旅行村、八森自然公園も案内していま
す。
舞鶴公園桜まつり、八幡の夏まつりな

どのイベント、鳥海高原ヨーグルトなど
特産品も紹介しております。
鳥海山は、人気トップ10に入る山です。
シーズン中は全国から登山者が訪れます。
近年は中高年に加え、山ガールも増えて
います。
（八幡総合支所　建設産業課　後藤啓　53回）

平　田

◇里山平田のシンボル「十二滝」
平田地域の北俣地区には、飽海三名瀑

のひとつ「十二滝」があります。
その名のとおり大小12の滝が、連続し

て岩肌をつたい流れ落ちます。白い水し
ぶきと、緩急の変化ある水の流れが、独
特の風情をかもし出す美しい滝です。
これから夏までは、水量が豊富で周囲

の新緑とのコントラストが見事です。秋
には、色鮮やかな紅葉が出迎えてくれま
す。冬にはスノーシューをはいて氷瀑の
十二滝に出会えるかもしれません。
四季折々にそれぞれ表情を変え、私た

ちに里山の魅力を発信してくれる十二滝
ですが、近年の豪雨災害により対岸の滝
見台が消失してしまいました。幸いにも
十二滝は昔のままの姿をとどめています。
これからも永く十二滝の姿を守り続けて
いきたいと考えております。

（平田総合支所　地域振興課）
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遊　佐酒　田

日本人が好きな野菜ランキングの第４
位は「ねぎ」だそうです。ねぎは、煮て
も焼いてもよし、生での薬味でも、食卓
の名脇役の万能食材です。酒田市では、
一般的な白ねぎの「ねぎらい（商標）」、
冬に出回るやわらかく甘みが特徴の「軟
白ネギ」、そして、ご存知「平田赤ねぎ」
が特産です。最近は、新潟、秋田も産地
化され、酒田産を上回る勢いになってい
る現状です。そこで、庄内のねぎの産地
化、特産化を目指して、「全国ねぎサミッ
ト」を開催することとしました。皆さん
は、このサミットはご存知ですか？
このサミットは、2010年に埼玉県深谷
市から始まり、ねぎの消費拡大と技術向
上を図るため、全国のねぎ産地が一堂に
会するイベントです。酒田市も、第１回
目から伝統野菜である「平田赤ねぎ」で
参加してきましたが、今年の10月31日（土）
～11月１日の２日間、酒田市の国体記念

体育館を中心に開催されます。東北初開
催のため、東北は全県から参加、他、深
谷ねぎ、下仁田ねぎ、九条ねぎなど、全
国で有名なネギ産地の25市町がこぞって
参加する予定です。「復興の思いを東北
に」のスローガンに掲げています。食の
祭典として、農産物、水産物、林産物の
販売の他、芋煮、海鮮丼、酒田のラーメ
ンなどのコーナーを設けるなど、来てい
ただいた方が満足するイベントです。
また、平成28年度開催の皇室三大行事

である「第36回全国豊かな海づくり大会」
の記念式典が希望ホールを会場に開催さ
れることから、この大会をプレイベント
として位置付けしています。全国におい
しい酒田を売り込む絶好の機会と捉えて
います。ぜひ、東京亀城会の皆様のご来
場をお持ちしております。

（酒田市農林水産部　白崎好行　49回）

◇全国ねぎサミット酒田市開催！ ◇三崎公園が国指定名勝に
平成27年３月10日、日本海沿いで山

形・秋田県境に位置する三崎公園が、「お
くのほそ道の風景地三崎（大師崎）」とし
て国の名勝に指定されました。
三崎公園は、元禄２年（1689年）、東

北・北陸地方を旅した松尾芭蕉が見た景
観を今に伝え、鬱蒼としたタブ林を抜け
る旧街道は、往時の面影を彷彿とさせる
ものがあります。
三崎地域は、中国から渡来した日本最

古とされる青銅刀子（東京国立博物館蔵）
が昭和29年に出土、近くは戊辰戦争の激
戦地であったことなど、歴史上の要衝で
した。今は、国道７号を車で走れば一分
もかかりませんが、遊歩道から芭蕉も見
た雄大な日本海を眺めるのも一興と思い
ます。その際、崖下の不動崎の先端で黒
鯛釣りをしている人がいたら、それは私
かもしれません。

（遊佐町教育課長　闍橋務　54回）
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■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・千代田線千代田線・ 
　　　　　東西線・都営三田線　　　　　東西線・都営三田線 
　　　　　　　　　　大手町駅下車大手町駅下車A４・E１出口直結１出口直結 
■Ｊ　Ｒ　東京■Ｊ　Ｒ　東京駅丸の内北口より徒歩７分駅丸の内北口より徒歩７分 
 
　〒　〒100-0004　東京都千代田区大手町東京都千代田区大手町1-7-2 
　　　　　　　　Tel:03-3273-2257～9（直通）（直通） 

■地下鉄　丸の内線・半蔵門線・千代田線・ 
　　　　　東西線・都営三田線 
　　　　　大手町駅下車A４・E１出口直結 
■Ｊ　Ｒ　東京駅丸の内北口より徒歩７分 
 
　〒100-0004　東京都千代田区大手町1-7-2 
　　　　Tel:03-3273-2257～9（直通） 

平成27年度　東京亀城会創立50周年記念　総会・懇親会のご案内
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〒103-0023東京都中央区日本橋本町4-15-4
1（03）3662-1951 FAX（03）3661-9735

http://www.bbe.ne.jp
E-mail:bunei@bbe.ne.jp

美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束
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